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Crown English Communication I, pp. 112–13. 
 

Lesson 8 

Not So Long Ago 
 

“Looking Back at the Twentieth Century” is an exhibition of    

300  photographs  which  show  us  the  history  of  the  past 

century.  In the entrance hall the guide introduces the 

photographs. 

 

－1 

Ladies and gentlemen, welcome to “Looking  

Back at the Twentieth Century.”  The 20th century 

was  an  age  of  great  (1)progress  in  science  and 

communications.  People’s lives became richer and 

more comfortable. People achieved greater freedom 

and equality, and seemed to be closer to the dream  

of (2)living a happy life. 

But it was also an age of terrible wars, and   

tens of millions of people lost their lives.  The photos 

here will show you what people like you and me 

(3)went through in the 20th century.  As you look at 

them, ask yourself: “How would you feel (4)if these 

were photos of your own family and friends?” Some 

will shock you; some may make you sad or angry.  

But they will also give you a message for our future.  

Before you look at the exhibition, I would like to  

show you two photographs which are particularly 

important to us. 
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Lesson 8—Section 1 

(1) progress  1, p. 1577. 

 

・ 見出し語の横に，の注記で名詞と動詞の

発音の違いが記されているので確認させ

る。 

・ 太字になっている語義 2 の第 2 用例を参

照させる。教科書と同じく前置詞 in を使

っていることに注目させ、教科書のこの部

分は「科学や通信が大きく進展した時代」

という意味になることを確認させる。

make good progress (大いに進歩する，ど

んどん力がつく)というコロケーションも

重要なので覚えさせたい。 

・ 第 2 用例には(×… making a good progress

としない)という注記があるので，のロゴ

から不定冠詞は付かないことを理解させ

る。 

 

 

(2) live1  1, p. 1177. 

 
・ 同族目的語を取る live1 は他動詞だと確か

めさせてから辞書を調べさせる。主語の名

詞にどのようなものがくるかを示す「選択

制限」は山形かっこ〈  〉で示されており，

教科書本文の主語が people と人であるこ

とから語義1に導く。教科書のこの部分は，

lifeの前にhappyという形容詞が来ている

ことから，「幸せな生活を送る」となること

を理解させる。 

・ の注記(1)にある文法上の注意を参照さ

せ，教科書本文や辞書の第 1 用例から，こ

の文型で用いられる典型的な形容詞を意

識させる。 



指導用資料      辞書引きタスクを活用した指導アイディア（クラウン Lesson 8） 

 - 3 - v.3.01, as of 5 February 2019 

(3) go1  go through A, p. 861. 

 

・ 教科書本文では go through が what＋S＋

V (S が V する物[事])という関係代名詞節

内に出てきているので，what が目的語で

あることをまずは意識させる。目的語があ

るので，成句としては go through ではな

く go through A を探させる。 

・ A に〈悪い事・時期〉などがくること(選択

制限)が山形かっこ〈  〉で示されているの

で，成句義(1)を参照させる。教科書本文で

は，20 世紀という時代に人々が「経験した

事」を写真で見せる，という文脈で使われ

ていることを理解させる。教科書 p. 113 下

部欄外，「15. go through ～」で示されて

いる例文や，辞書の第 1 用例を参照させる

と，A が what ではない具体的な目的語に

なっているので構造が理解しやすい。 

 

(4) if  3, p. 1007. 

 

・ 仮定法過去の用法を調べさせるため，まず

サインポストの仮定法を探させる。その

後にすぐ続く 3 の仮定法過去; 現在の事

実に反する仮定や現在・将来起こりそうに

ない状況を表してという用法指示に注目

させる。教科書本文では「もしこれらの写

真に写っているのが自分の家族や友人だ

ったら」というありえない想定となってい

ることから，この用法に当たることを理解

させる。 

・ 訳語に続くの語法注記をチェックさせ

て，教科書本文の記述に合致していること

(if節のwere, 主節のwouldや意味内容)を

確認させる。 

・ 辞書の用例はどれも「現実に反する仮定」

をわかりやすく表しているので，理解を深

めるために適宜参照させるとよい。 
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Crown English Communication I, p. 114. 

 
－2 

Let’s start with this one.  This photograph   

was taken by an American photojournalist, Joe 

O’Donnell,  in  Nagasaki  in  1945.   He  spoke  to  a 

Japanese interviewer about this picture: 

“I saw a boy about 10 years old walking by.    

He was carrying a baby on his back. In those (1)days 

in Japan, we often saw children playing with their 

little brothers or sisters on their (2)backs, but this boy 

was clearly different.  I could see that he had come 

to this place for a serious (3)reason. He was wearing 

no shoes.  His face was hard.  The little head was 

tipped back as if the baby were fast (4)asleep. 

 “The boy stood there for 5 or 10 minutes.  The 

men in white masks walked over to him and quietly 

began to take off the rope that was holding the   

baby.  That is when I saw that the baby was already 

dead. The men held the body (5)by the hands and feet 

and placed it on the fire.  
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Lesson 8—Section 2  

(1) day  in those days, p. 502.

 

・ 辞書では成句義をふたつ挙げてあるが，生

起位置を示す文頭・文尾でという用法指

示から，教科書本文は(1)に該当するという

ことを確認させる。 

・ 辞書の同ページの成句欄に these days が

立項されているので，意味や形を比較させ

るとよい。にある情報(通例現在形で使う

ことや，in these days のように in を使う

ことはまれ，など)を確認させる。 

 

 

(2) back  1, p. 143.

 

・ 教科書本文が their backs と代名詞所有格

と共に用いられていることを確かめさせ

る。しばしば one’s ～という用法指示か

ら語義 1を参照させる。 

・ には具体的に身体のどの部分を指すか

が記されているのでチェックさせる。 

・ 辞書の用例から「背中」「腰」という日本語

に当たることを意識させる。特に第 5 用例

は教科書本文と同じコロケーションなの

で，必ず参照させる。 

 

(3) reason  1, p. 1636.

 

・ 1 に「具体例では」とあるのに注目

させる。もともと不加算名詞だが，修飾語

が付くことなどにより具体性が増す場合

は加算用法になる名詞に付けられている

用法指示であることを理解させる。教科書

本文では reason の前に形容詞 serious が

付いていることや，少年にとっての「ある

深刻な理由」を指していることから具体性

が強まり，加算用法になっていることを理

解させる。 

 

(4) asleep  1, p. 119.

 

・ asleep には比較級・最上級はないことが，

ロゴの後ろの(比較なし)という記述から

わかるので注目させる。 

・ be ～という用法指示から，叙述用法で

用いることにも意識を向けさせる。 

・ 太字になっている用例は，頻繁に使われる

コロケーションなので必ずチェックさせ

る。基本的な第 2 用例や第 4 用例，特に第

5 用例は教科書本文と同じコロケーション

なのでしっかり確認させるとよい。 
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(5) by 概念図,  7, pp. 281–83.

 

 

 

・ 語義の多い機能語を引く練習も，クラス内

でさせておきたい。前置詞の場合は概念図

を利用して，まず意味の全体像を捉えると

よい。教科書本文の by は「…のそば(近い

位置)」を表す用法のバリエーションなので，

次にサインポストの近い位置を探させる。

教科書本文は held the body by the hands

となっているので，7の＋A＋by the B

という文型表示を確認させる。 

・ この文型で用いられる動詞がの注記に

挙げてあるので注意させ，教科書本文の

hold も含まれていることを確認させる。 

・ 文型表示の A, B で使われる名詞にどのよ

うなものがくるかという「選択制限」が山

形かっこ〈  〉で記されているので確認さ

せ，教科書本文では A が body (「遺体」な

ので「人・物」のいずれとも考えられる)，

B が hands (「手」なので「体の一部」)に

なっていることを理解させる。 

・ この文型の典型例として，辞書の第 1 用例

を参照させる。この用例には(≒)に続いて

言い換え例が示されており，の注記で解

説されている 2つの表現の意味合いの違い

を理解させるとよい。 
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“The boy stood there straight without moving, 

watching the flames. He was biting his lower lip so 

hard that it shone with blood.  The flame (1)burned 

low like the sun going down. The boy turned around 

and walked silently away.” 
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(1) burn  1, p. 269.

 

・ 教科書本文が burn lowとなっているので，

1 の～ Cの用法指示を参照させ，「燃え

て C〈状態〉になる」という意味と形を理

解させる。 

・ の注記に，補語的要素を表す C は形容詞

であると示されているのでチェックさせ

る。注記に挙げられている形容詞には，

bright (燃えて明るくなる)，hot (燃えて熱

くなる)や，教科書本文と同じ low (燃え方

が弱まる=下火になる)などがあるので，確

認させる。 
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－3 

Now let’s (1)take a look at this picture. I’m sure 

some of you have seen it before.  It was taken at the 

time of the Vietnam (2)War in 1972.  Here a young 

girl, Kim Phuc, is running down a road in pain,   

with her clothes burned off.  This is what she once 

said about the experience: 

“I didn’t hear anything, but I saw the fire  

around me.  And suddenly my clothes were (3)gone 
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Lesson 8—Section 3 

(1) take  3a, p. 2003.

 

・ するというサインポストや，文型表示の

take an Aから，「A〈1 つの行為〉をす

る」という 3a に導く。教科書本文の行為
を表す名詞(A)は look であることから，辞

書の第 1用例の take a ... lookという形と，

「見る，見てみる」という意味とをまず確

認させる。 

 

 

・ コミュニケーションには欠かせないフレ

ーズとして「take [have]＋不定冠詞＋行為

を表す名詞」の用法を把握させることが重

要。まずはの注記(1)の解説から，「A が

主に動詞から派生した名詞であること」と

「have も同様に使われること」の 2 つを

理解させる。 

・ には 1語の動詞との違いが記述されて

いるが，解説前半にある「名詞を使う場合

は 1 回限りの完結する行為を示す，よりく

だけた表現」という基本を押さえさせたい。 

・ 次に，take an A と have an A との比較が

コーパスの窓にあるので確認させる。コロケ

ーションについては，①使用域(米か英

か)によって違うもの，②用いられる名詞

(A)によって違うもの，③違いのあまりない

もの，があることをチェックさせる。 

・ 最終的には，具体例を見せて知識を定着さ

せたい。教科書本文と同じ take a look の

用例は，take のほかに look の項， 語義
1の第 1 用例にもあるので，参照させると

よい(p. 1190)。ここでは使用域の違いが明

記されているので確かめさせるとよい。 
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(2) war  1, p. 2210.

 

・ 見出し語の横にあるの発音注記をチェ

ックさせる。 

・ 第 2用例が教科書本文と同じ形なので注意

させる。用例に続くの注記では「固有名

詞＋war には通例 the が付く」と記されて

おり，教科書と一致していることを確かめ

させる。 

・ warを使った典型的コロケーションとして

太字用例に触れておくのも効果的。 

 

(3) gone  1, p. 866.

 

・ be ～の用法指示から，叙述用法の形容

詞であることを確認させる。 

・ 第 1 用例は人が主語だが，第 2，第 3 用例

は感覚・感情といった抽象的なものが，そ

して第 4，第 5 用例や教科書本文ではカバ

ン・砂糖・服といった具体的なものが主語

になっていることを確認させる。さらに 

時を表す語(第 1 用例の soon，第 2 用例の

now)の使用や，よく使われる表現である

all gone (第 4，第 5 用例)にも注意させる。 
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because of the fire. And I saw the fire over my body, 

especially my arm.  But my feet weren’t burned. I 

was crying, and I was running out of the fire.  I kept 

running and running and running. 

“I was in the hospital.  Fourteen months.  I 

went through 17 operations to repair the burns   

over half my body.  And that thing changed my life.  

It made me (1)think about how I could help people. 

“When  my  parents  first 

showed  me  the  picture  from 

the newspaper, I couldn’t believe 

that it was me, because it was    

so terrible.  I want everybody to 

see that picture, because in that 

picture people can (2)see what war 

is. It’s terrible for the children.  

You can see everything in my   

face.  I want people to learn  

from it.” 
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(1) think  2, p. 2053.

 
・ まずは thinkの動詞項目には aboutとのコ

ロケーションが複数出ていることに触れ，

それから自動詞用法に注目させ，think 

about wh 節・句という文型表示から 2に
導く。「…かについて考える」という意味か

ら，教科書本文が「どうしたら人を助ける

ことができるかと考えるようになりまし

た」という意味になることを確認させる。 

・  2では，前置詞の about, of が後続する

ということを二重山形かっこ  の連語

表記about, ofから確認させる。教科書本

文は think about＋wh 節・句になっている

が，それ以外に think about, think of を取

る形が辞書の太字用例で示されているの

で確認させる。いずれもコミュニケーショ

ン活動によく使われるものなのでチェッ

クさせるとよい。 

 

(2) see1 インデックス, 4b, pp. 1770–71.

 

 

・ see1 は多義語なのでインデックスを参照

させ，「わかる」という意味の他動詞(4)

がどこに出ているかを調べさせると早く

引かせることができる。 

・ (can) see (that)節/wh 節という文形表

示から 4b に導き，教科書本文の意味と形

(can が使われていること，wh 節が後続す

ることなど)を確認させる。 

・ 辞書の語義 4bの最後の用例のように，大

学入試の論説文や，ニュース記事・ビジネ

ス文書など，論理的英文に特徴的に表れる

表現には，用例に論説ロゴを付してある。

上記例なども実際にセンター試験や私大

入試などの長文読解問題に非常によく出

てくる表現なので，生徒には「論説ロゴの

付いた用例はきちんとマスターしておく

こと」と指導しておくのもよい。教科書と

同じ see+wh 節の用例なので，ぜひここで

関連付けて覚えさせたい。 

・ 教科書の 2 行下，25 行目の see も同じく

「わかる，理解する」を表す 4a の用法で
あることもチェックさせるとよい。 
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Crown English Communication I, p. 118. 
 

－4 

So photographs (1)tell us a lot. They (2)show us 

what happened in the past.  They sometimes show 

us things we may not wish to see. 

The 20th century was a century of war. There 

were two world wars, a cold war, and smaller wars  

all over the world.  A Japanese journalist even  

called the 20th century “36,000 days of suffering.”   

It is perhaps difficult to find any (3)sign of hope in  

the photos here, but we can if we try. 

Kim Phuc’s story is a good example.  With  

warm support from a (4)great many people, she now 

enjoys a happy family life in Canada.  She says,    

“I have to show my son what happened to his mom, 

to  her  country,  and  that  there  should  never  

be war again.” 

There should never be war again. This is the 

message we would like the photographs of this 

exhibition to bring to you today.  I would like to 
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Lesson 8—Section 4 

(1) tell  5, p. 2023.

 

・ 発信活動に使う語彙として，tell が取る形

と意味を押さえたい。教科書本文は「写真

(photographs)」が主語なので，主語がどの

ようなものになるかを示した選択制限の

山形かっこ〈  〉に注目させて，他動詞の

語義 5の〈事・物〉を主語に取る意味に導
く。 

・ tell A B/wh 節・句/(that)節という文型

表示から，二重目的語構文や wh 節・句，

that 節が取れることを確認させる。教科書

本文は tell に us (私たち)が続き，a lot (多

くの事)が続く tell A B の形であることを

確かめさせた後に，同様の形を取っている

辞書の第 1 用例をチェックさせるとよい。 

 

(2) show  2a, p. 1821.

 

・ show (B) A/(that)節/wh 節 の文型表示

を手掛かりに他動詞の語義 2a を参照させ
る。教科書本文では us があることから，

「B〈人〉に」の部分は省略されていないこ

とを確認させる。二重目的語構文を取る場

合は，(1)の tell の場合のように tell A B と

表記されているが，ここでは間接目的語が

省略されることもあるため，必ず現れる直

接目的語の方が A，間接目的語の方が B と

なっており，(B)が省略可能であることを表

すかっこに入っていることに注意させる。 

・ 教科書本文は show B wh 節になっている

ことを確かめさせる。少しこみいった文章

になっているが，教科書同ページの 13–15

行目には B にあたる my son に続いて wh

節があり，加えて that 節も伴う例が出て

いるので，一緒にここで触れておくのもよ

い。 

・ p. 13 で出てきた seeと同様，この showで

も論説ロゴを付した用例が示されている。

大学入試の論説文や，ニュース記事・ビジ

ネス文書など，論理的英文に特徴的に表れ

る表現には，用例に論説ロゴを付してある。

上記例なども実際にセンター試験や私大

入試などの長文読解問題に非常によく出

てくる表現なので，生徒には「論説ロゴの

付いた用例はきちんとマスターしておく

こと」と指導しておくのもよい。 
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(3) sign インデックス，1, p. 1831.

 

・ (2)の showをクラスで引かせて，辞書を開

いたままにしておけば，sign は数ページ先

にあるので効率良く調べさせることがで

きる。カタカナ語でも「サイン」というの

で，日本語との違いにも注意して，英語の

sign の意味の広がりをインデックスで確

認させる。 

・ 教科書本文は名詞用法で，of hope という

句が続いているのを確かめさせる。語義 1
には of を使った句が多数掲載されており

(第 1, 2, 3, 4, 5, 9, 10 用例)，教科書本文も

「表れ; 兆し」の意味になることを理解さ

せる。語義 1にはと可算・不可算両方

のロゴが併記されているので両方の用法

が考えられるが，教科書では any sign な

ので不可算用法になっていることに注意

させる。 

・ (2)の showと同様，ここでも論説ロゴを付

した用例があるので，注意を促したい。 

 

(4) great  3, p. 882. 

 

・ 教科書本文では a great many people のよ

うに many と共に使われていることから，

語義 3の「(数量的に)多大な，著しく多い」

に当たることを理解させる。 

・ 辞書の第 2 用例が，教科書本文と同じく

many を使っているのでチェックさせる。 
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Crown English Communication I, p. 119. 

 

(1)leave you with the thought that all this happened 

not so long ago. 
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(1) leave1  9, p. 1142.

 

・ 二重山形かっこで囲った前置詞との

連語表記がwithとなっている語義 9 を

参照させる。 

・ 教科書本文が「…という考えをあなたに残

したい=…ということを覚えておいてもら

いたい(would like to leave you with the 

thought that …)」という意味になることを

理解させる。4bにも同様に with を伴う表

現があるので，注意を促すとよい。4b は 
「他の人に〈人を〉預けるwith」という

形を取るため，教科書本文とは合わないこ

とを確認させる。 

 

 

 

 


